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Ⅰ 問題と目的 

性的マイノリティとは 

近年、性的マイノリティに対する社会的関心が高まり、わが国でもその存在や課題が徐々に認識され

てその心理的支援の必要性が指摘されている（葛西, 2023）。一般に多数派である性的マジョリティは「異

性愛者かつ出生時に割り当てられた性別と性自認が一致している者」であるのに対し、性的マイノリテ

ィとは性的マジョリティではない人の総称、すなわち「出生時に割り当てられた性別、性自認、性的指

向の 3つの組合せに関するマイノリティ」（石丸, 2022）を指す。ここでいう性自認（gender identity）と

は、本人が主観的に実感している性別のことを指し、出生時に割り当てられた性別と性自認が一致して

いる場合はシスジェンダー（cisgender）、一致しておらず出生時に割り当てられた性別とは異なる性別を

自認している場合はトランスジェンダー（transgender）、男女という性別二元論（gender binary）ではな

い無性というあり方の Xジェンダー（X gender）やノンバイナリー（nonbinary）、両性というあり方のバ

イジェンダー（bigender）があり、これら出生時に割り当てられた性別と性自認との組合せのマイノリテ

ィをジェンダー・マイノリティ（gender minority）と呼ぶ。次に、性的指向（sexual orientation）とは、

性的魅力や恋愛感情をどの性別に対して感じるかという方向性のことを指し、異性愛、同性愛（男性の

場合はゲイ[gay]、女性の場合はレズビアン[lesbian]）、男女両性に対して感じる両性愛（バイセクシュア

ル[bisexual]）、性愛や恋愛の感情を他者に抱かない無性愛（エイセクシュアル。アセクシュアルともいう

[asexual]）、対象を男女に分けて考えない全性愛（パンセクシュアル[pansexual]）があり、これら性自認

と性的指向の組合せのマイノリティをセクシュアル・マイノリティ（sexual minority）と呼ぶ。以上のジ
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ェンダー・マイノリティとセクシュアル・マイノリティの 2種を総称して性的マイノリティと呼んでい

る（石丸, 2022）。最近では、同性に対して性的指向を持っていたり同性と関係を持ったりする人を指す

クィア（queer）、自分の性のあり方を決めない人や探している人を指すクエスチョニング（questioning）

を Qとし、これら以外にもさらに多様な人がいることを示す+を付して LGBTQ+と呼ぶことも多い（葛

西, 2023）。 

本稿では、これら多様な性的マイノリティのうち、これまで比較的知られ研究蓄積のあるレズビアン、

ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー（LGBT）を対象とする。 

 

マイノリティストレスと性的アイデンティティ 

性的マイノリティは差別や偏見に慢性的にさらされるマイノリティ・ストレスにより、メンタルヘル

スの問題を引き起こしやすい（Meyer, 2003）。Meyer（2003）はマイノリティ・ストレスを「スティグマ

のある社会的カテゴリーに属する個人が、マイノリティの立場にあることが原因で受ける過剰なストレ

ス」と定義し、実際、性的マイノリティは異性愛者と比べて、気分障害、不安障害、物質使用障害にな

る確率が障害において約 2.5 倍高いことが明らかになっている。このほか、多くの研究において、性的

マイノリティは自殺念慮を含むメンタルヘルスの問題を抱えていることが示されている（Frost et al., 

2013; Hatzenbuehler et al., 2008; Pachankis et al., 2015; Shilo & Savaya, 2012; Starks et al., 2013）。このため、

心理臨床家は性的マイノリティの心理臨床実践にあたり、マイノリティ・ストレスに配慮することが求

められる（APA, 2021）。性的マイノリティにとって、自らの性的アイデンティティを受容していく過程

はライフイベントの中で最も危機的な体験の 1つであるとされるが（宮腰, 2012）、こうした危機をうま

く乗り越え、性的マイリティとしての肯定的なアイデンティティを形成することがメンタルヘルスの問

題の予防につながることが指摘されている（Rosario et al., 2011）。 

 

性的アイデンティティ発達モデルにおける成人期 

 欧米における性的マイノリティの心理臨床実践では、同性愛者の性的アイデンティティ発達のモデル

がしばしば援用されてきた（平田, 2014）。わが国においても、性的マイノリティのクライエントが直面

している問題を適切にアセスメントしやすいことなどから、同モデルの理解は心理臨床実践において有

効であると考えられる（葛西, 2023）。よく知られている同性愛者の性的アイデンティティ発達のモデル

は Cass（1979, 1984）や Troiden（1979, 1989）のものである。いずれのモデルも概ね、自らの行動や関心

が同性愛的であることに気づいて混乱し孤立感を感じるが、他の同性愛者と接触していく中で自身が同

性愛者であることを徐々に受容し、同性愛者であることを肯定的に意味づけて自分のアイデンティティ

として統合していくという過程を辿る。こうした過程は、主に性的な関心が高まる思春期や青年期に起

こると考えられている（Martin et al., 2002; Money, 1988）。これらモデルは Eriksonのアイデンティティ発

達モデル（Erikson, 1959/1973）のように、一連の段階を順に経ていく段階モデルアプローチが採られて

いる。Erikson はアイデンティティの確立を青年期の課題として重視した一方、「アイデンティティ形成

そのものは青年期に始まるわけでも終わるわけでもなく生涯続く発達過程である」とも述べている

（Erikson, 1959/1973）。これに関連して岡本（1994）は、アイデンティティ生涯発達論の観点から、青年
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期に一旦確立したアイデンティティはその後の中年期や老年期に再び問い直され、螺旋式に成熟してい

くと指摘している。この点、D’Augeli（1994）も性的マイノリティのアイデンティティについて、社会

や環境条件に応じて一生を通して変化すると指摘している。以上を踏まえると、性的マイノリティのア

イデンティティに関する実証研究は、性的な関心が高まりかつアイデンティティ確立を主な課題とする

青年期を対象とすることは当然重要であるが、青年期だけに限らず、一生を通してどのような変化がみ

られるかを明らかにするためには、その後の成人期をも対象として研究が行われることが重要であると

考えられる。 

本稿では、成人期を対象とした性的マイノリティに関するアイデンティティ発達の実証研究を概観す

る。これまで得られている知見を整理した上で、リサーチギャップ（今後の研究課題）を特定すること

を目的とし、スコーピングレビューを行った。本稿は、心理臨床実践における成人期の性的マイノリテ

ィのクライエント理解に資するという意義があると考えられる。 

 

Ⅱ 方法 

本稿では、スコーピングレビューのガイドライン（沖田ら, 2021; 友利ら, 2020）に則って海外文献を

対象に同レビューを実施した。スコーピングレビューとは「幅広い文献を概観（マッピング）すること

で、現在行われている研究を網羅的に調査し、研究が行われていない範囲（リサーチギャップ）を明ら

かにすること」を目的とした比較的新しい文献レビューの手法である（沖田ら, 2021）。従来型のレビュ

ーはナラティブレビューと呼ばれ、文献検索やデータ抽出の方法は明確に規定されているわけではなく

著者に一任されており、総論や解説記事などが相当する。次にシステマティックレビューと呼ばれるも

のは実施前に厳格なプロトコルを作成してデータベースに登録し、再現可能な形で文献の検索や選択を

行い、個々の論文の質を評価し、最終的には得られた結果を統合して要約を作成するものである。これ

らに対してスコーピングレビューは、ナラティブレビューとシステマティックレビューの中間に位置し、

事前にプロトコルを作成するがデータベースへの登録はなく、個々の論文の質の評価は任意で、幅広い

知見を素早くまとめ、網羅的に概観することが主な目的となる（友利ら, 2020）。 

本稿におけるリサーチクエスチョン（研究疑問）は「成人期を対象とした性的マイノリティ（LGBT）

のアイデンティティ発達の実証研究ではこれまでどのような研究がなされ、得られている知見は何か？」

である。本稿では性的マイノリティのうちこれまで比較的知られ研究蓄積のあるレズビアン、ゲイ、バ

イセクシュアル、トランスジェンダー（LGBT）を対象とした。成人期は、青年期（adolescent）、若年成

人期（emerging adult / young adult）、高齢期（older adult）を除く 30〜64才と定義した。30才以上とした

理由は、性的マイノリティとして自認に至る過程をテーマの中心とする青年期を対象とした研究の多く

が 10〜20代を調査対象としており、それら青年期の研究を除外するためである。スコーピングレビュー

実施時に定義する PCC（Population, Concept, Context）は、Population：30〜64才の性的マイノリティ（LGBT）、

Concept：アイデンティティ発達、Context：指定なし（海外）とした。データベースは PubMedとWeb of 

Scienceを用いた。ガイドラインに従い、まず「LGBT AND adulthood AND identity」で検索（データベー

ス検索）、次に検索された論文のタイトルや抄録のキーワードを分析してその他の語彙を含めて検索（キ

ーワード分析）、最後に検索された論文の引用文献をもとに追加情報を検索（引用文献調査）する 3段階
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で行った。PCCを幅広く包含し、人的・時間的制約内で実現可能な範囲での文献数がヒットするよう修

正を重ねた。最終的な検索式は「(gay[tiab] OR lesbian[tiab] OR bisexual[tiab] OR transgender[tiab] OR 

LGBT*[tiab] OR GLBT*[tiab] OR queer[tiab] OR homosexual*[tiab] OR “sexual minority”[tiab] OR “gender 

minority”[tiab]) AND (adulthood*[tiab] OR adult*[tiab] OR “middle age”[tiab] OR “middle adulthood”[tiab] OR 

“middle adult”[tiab] OR midlife[tiab] OR middle[tiab]) AND (“identity formation”[tiab] OR “identity 

development”[tiab]) NOT (adolescent*[ti] OR adolescence[ti] OR young[ti] OR youth[ti] OR “emerging 

adult*”[ti])」を用いた。[tiab]を付さない場合、青年期対象の性的マイノリティ研究がほとんどを占める

膨大な数がヒットしたため、[tiab]を付し、さらに青年期を除外するための NOT 検索を追加した（[tiab]

はタイトルまたは抄録指定、*は変化指定）。最終検索日は 2023年 10月 22日だった。 

 

Ⅲ 結果 

レビュー対象となった 26文献は、発行年は 2001〜2023年、調査対象国は米国（21件）、イスラエル（2

件）、英国（1件）、メキシコ（1件）、オンラインを通じた世界各国（1件）で、欧米諸国への偏りがみ

られた。調査対象の性的指向・性自認は LGB（11件）、T（7件）、LG（2件）、GB（2件）、G（2件）、

LB（1件）、B（1件）だった。研究法は量的研究（18件）、質的研究（8件）だった。調査協力者の平均

年齢は、30才以上を含む研究のみを対象としたにも関わらず 20代（4件）があり、そのほか 30代（12

件）、40代（6件）、50代（1件）、記載なし（3件）だった（図表 1、図表 2）。データ抽出の結果は文献

要約表（図表 3）として掲載した。本レビューにより得られた知見について、以下の通り分類して述べ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表１ 文献検索フローチャート 

図表 2 採用・除外基準 
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図表 3 文献要約表 
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 図表 3 文献要約表（続き） 
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マイルストン研究およびパーソナリティとの関連 

Cass（1979, 1984）や Troiden（1979, 1989）の同性愛者アインデンティティの発達モデルは、直線的か

つ段階的に経験されるものだが、その後モデルの妥当性が批判されるようになると（e.g. Johns & Probst, 

2004）、発達上の重要な出来事であるマイルストンの経験年齢やその背景を調査することで多様なパター

ンやその要因を検討する研究が増えてきた（Dirkes et al., 2016）。マイルストン項目は概ね一定の合意が

なされており、①初めて同性に性的に惹かれた年齢、②初めて性的マイノリティだと自認した年齢、③

初めて同性と性的経験をした年齢、④初めてカミングアウトした年齢の 4つの経験年齢が調査されるこ

とが多い（Calzo et al, 2011; Dirkes et al., 2016; Grov et al.,2018; Haltom & Ratcliff, 2021; Rendina et al.,2019）。

マイルストン研究は、成人期の調査時点の状況に関する研究ではなく、思春期や青年期を回顧して答え

る研究である。全世代に亘って調査し世代比較を行ったコホート研究では、①初めて同性に性的に惹か

れた年齢は、いずれの世代も思春期に通過しており、時代背景や世代の影響が少なくコホート効果は小

さかった（Calzo et al, 2011; Floyd & Bakeman, 2006; Grov et al., 2018）。他方、②〜④のマイルストンは、

高齢コホートは若年コホートより遅い年齢で通過する傾向があった。これは多様性に不寛容だった時代

背景における同性愛嫌悪による自認の躊躇やカミングアウトの困難さがあったと考えられる（David & 

Knight, 2008; Floyd & Bakeman, 2006; Gardner et al., 2014; Morrow, 2001）。さらに、少数ではあるが自認や

カミングアウトが 30〜40代と大幅に遅延する例もあるなど、アイデンティティ発達には大きな個人差が

あることが示唆された（Calzo et al, 2011; Grov et al., 2018）。 

こうした個人差をパーソナリティの観点から説明しようとする研究として、性格論のいわゆるビッグ

ファイブ理論における要素の 1つである「経験に対する開放性」（openness to experience）との関係（Ifrah 

& Shmotkin, 2018）、アタッチメント理論における「内的作業モデル」（internal working model）との関係

（Elizur & Mintzer, 2001）を調査したものがあった。「経験に対する開放性」は適応的でストレス耐性が

高いという特性が知られているが、ゲイ・レズビアンの「経験に対する開放性」と性的指向の自己開示

との間には正の相関が示された。また、アタッチメント理論における「内的作業モデル」との関係では、

自己受容と安定した大人とのアタッチメントとの間には正の相関が示された。このほか、マイルストン

に関連して、インターネットにおける情報収集やコミュニケーションツールが性的アイデンティティの

自認や同じ境遇にある他者との出会いといった発達過程に与える影響に関する研究も見られ、特に若年

層においてアイデンティティ発達にインターネットが一定の役割を果たしていることが示された

（Campbell et al.,2023; Lever et al., 2008）。 

 

メンタルヘルスの問題（ネガティブな側面）と成長・幸福感（ポジティブな側面）に関する研究 

性的マイノリティのアイデンティティ発達の研究では、従来、性的マイノリティのメンタルヘルスの

問題が喫緊の課題として重視されてきたため、メンタルヘルスの悪化に着目したネガティブな側面に焦

点を当てることが多かった（Riggle et al., 2008）。例えば、マイルストンの経験年齢や経験順序と、自殺

念慮や性的強迫症などメンタルヘルスの問題との関連を調べた研究では、思春期における早期発達がみ

られる場合、まだ自らでの対処能力を持たないためにストレスが通常より高まると考えられ、その結果

として生涯にわたるメンタルヘルスの悪化との相関が示された（Dirkes et al., 2016; Rendina et al., 2019）。 
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これに対し、性的マイノリティのアイデンティティ発達が与えるポジティブな側面についても焦点を

当てようとする研究もいくつか見られた（Ghavami et al., 2011; Halpin & Allen, 2004; Vaughan & Waehler, 

2009）。心理的課題（危機）を乗り越えることで成長するという Eriksonの発達理論は性的マイノリティ

研究でもしばしば参照されるが、Seligman（2002）の提唱するポジティブ心理学の影響も受け、性的マ

イノリティは、自らの性的アイデンティティを他者に開示するカミングアウトというストレスの経験が

成長の機会となることを示唆するものもあった（Vaughan & Waehler, 2009）。 

 

研究蓄積の少ない領域を埋める研究 

 性的マイノリティのアイデンティティ研究は、Cass（1979）などゲイ白人男性の研究を中心に増加し

ていったが、近年は多様な性的マイノリティの存在が認知されるようになり、ゲイ・レズビアンという

同性愛者以外のまだ研究蓄積の多くない領域の研究が見られた。トランスジェンダーは、そのアイデン

ティティ発達モデルがいくつか提示されているものの（e.g. Bockting & Coleman, 2007）、まだ一定の合意

を得ているものはないため（Levitt & Ippolito, 2014）、臨床現場で役立つ知見の収集やモデル理論構築を

目的として、インタビューによる質的研究がいくつか見られた（Eisenberg & Zervoulis, 2020; Fiani & Han, 

2018; Katz-Wise & Budge, 2015; Morgan & Stevens, 2012; Real-Quintanar et al., 2020）。このほか、研究蓄積

の少ない領域として、宗教との関係（Ratcliff & Haltom, 2021; Scheitle & Wolf, 2018）、中東アラブ系、ア

ジア系、複数の人種の背景を持つ多人種など人種との関係（Ikizler & Szymanski, 2014; Kim & Epstein, 

2018; Williams et al., 2022）の研究が見られた。保守色の強い宗教グループ、集団主義や伝統的家族観の

強い人種グループは、性的マイノリティに不寛容なことが多いとされるため、性的マイノリティと宗教・

文化の両方の属性に所属し続ける方略として、カミングアウトを通常より遅らせていることが示唆され

た。 

 

Ⅳ 考察とまとめ 

以上のレビューの結果から、以下のリサーチギャップが明らかになった。 

第 1に、成人期の発達過程そのものを対象とした研究が少ない点である。今回把握した研究は成人期

を調査対象としているものの、思春期や青年期に通過したマイルストンの年齢を回顧して回答するもの

が大半だった。Eriksonの発達モデル研究でもほとんどが青年期を対象としており、成人期の研究は少な

いことが指摘されているが（Sneed et al., 2012; Vandewater & Stewart, 2006）、性的アイデンティティ研究

についても同様にほとんどが青年期に焦点を当てており、ライフスパンやライフコースの視点をしばし

ば欠いていることが指摘されている（Floyd & Stein, 2002; Rosario et al., 2006; Savin-Williams & Diamond, 

2000）。例えば、トランスジェンダーは、アイデンティティの発達は幼児期から思春期に起こるとされる

ものの、性別移行は家族関係や経済的障壁の問題から人生の後半に行われることも多い（Katz-Wise & 

Budge, 2015）。カミングアウトについては、性的マイノリティのアイデンティティ発達モデルにおける

重要なマイルストンの 1つだが、若い頃にそのマイルストンを経た場合にその後どのようなライフコー

スを歩むのか、あるいはカミングアウトが成人期以降に行われた場合にはその後どのような発達を経る

のかは不明である。さらに近年は、性的アイデンティティは生涯を通じて本質的に安定しているという
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発達モデルに疑問を投げかけ、性的指向の揺らぎ（sexual fluidity）を支持する研究が増えており、性的

マイノリティをめぐる生涯発達に関する研究の意義は高まっている（Diamond, 2003, 2008; Diamond & 

Rosky, 2016; Katz-Wise & Hyde, 2015; Savin-Williams et al., 2012）。今後の研究が必要な領域であると考え

られる。 

第 2に、心理臨床実践の観点からみると、アイデンティティ発達過程における感情面の研究の不足が

挙げられる。不安、孤独感、心理的幸福感など感情に関連する尺度を用いた研究は一部見られたものの、

マイルストン理論は回顧研究に基づくものが多いという制約があるが、認知面や行動面の調査が重視さ

れ、アイデンティティ発達途上における恋愛感情や対人関係などの感情的側面が無視されていることが

指摘されている（Saewyc, 2011）。心理臨床の場面において性的マイノリティのクライエントが具体的に

どのような過程を歩んでいるのかを認識するだけでなく、その際にどのような感情を抱えているのかを

明らかにすることは、メンタルヘルスの問題の予防や心理的支援の面からも重要である。 

第 3に、さまざまな属性を持つ多様な性的マイノリティに関する研究の不足である。今回のレビュー

では、こうした不足を埋めるべく宗教や人種などが取り上げられていたが、依然として未着手の領域は

多い。また、今回把握した研究のほとんどは米国が対象であり、対象地域の偏りも見られた。今後は、

宗教、人種、地域の多様性に加え、障害、病気、貧困、高齢者なども対象となりうると考えられる。こ

うしたさまざまな属性を有する性的マイノリティの存在は、交差性（intersectionality）という近年注目さ

れている概念と関連しており（Russel & Horn, 2017）、実際今回レビューした研究でも交差性という用語

への言及が見られた（Fiani & Han, 2018; Scheitle & Wolf, 2018; Williams et al., 2022）。交差性は性的マイノ

リティへの心理臨床に携わる者として、米国心理学会のガイドラインにおいても理解することの重要性

が指摘されている（APA, 2021）。 

最後に、本稿の限界として、文献の選択範囲について英語の査読付き論文のみを対象とし、書籍の章

や学会報告などの灰色文献を含んでいない。また、文献の検索範囲について演算子を変更すれば今回の

検索結果から外れた文献が浮上し知見を取りこぼしている可能性があるほか、文献の選定においてバイ

アスが生じている可能性がある。以上の点は、今後の課題である。 
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